
    令和２年 鳥取市教育委員会  ２月定例会 会議録 

 

１ 日  時  令和２年２月２７日（木） １３時３０分 から 

 

２ 場  所  鳥取市役所 ６階 第８会議室 

 

３ 出 席 者   

教育長  : 尾室 高志 

教育長職務代理者： 藤井 喜臣 

委 員 ： 石谷 充 

委 員 ： 山脇 彰子 

委 員 ： 畑 千鶴乃 

 

        〔事 務 局〕 

         副教育長：吉田 博幸 

次長兼教育総務課長：中村 隆弘  

次長兼学校教育課長：岸本 吉弘 

次長兼生涯学習・スポーツ課長：神谷 康弘 

次長兼文化財課長：冨田 恵子  中央図書館長：田村 晴夫 

学校保健給食課長：山根 ちはる  教育センター所長：東田 重高 

さじアストロパーク所長：山西 正博   学校教育課参事：田中 浩史 

文化財課参事：佐々木 敏彦     学校教育課長補佐：西尾 靖子 

生涯学習・スポーツ課長補佐：小谷 昇一 

教育総務課長補佐：山名 常裕 

        〔傍 聴 者〕 ３名 

 

４ 会議次第 

 ○行事報告及び行事予定について                    〔教育総務課〕 

 

【説明・協議事項】 

（１）鳥取市教育委員会事務の自己点検・評価報告書について     〔教育総務課〕 

（２）中央図書館の臨時休館及び臨時開館について          〔中央図書館〕 

 

 

 

 



【報告事項】 

（１）鳥取市立小・中・義務教育学校における公費外会計定期検査の報告について 

                                 〔教育総務課〕 

（２）新たに指定された２件の県指定文化財について          〔文化財課〕 

 

【先回定例会の議事録】 

 

【その他】 

（１）次期定例教育委員会の開催について 

 ［３月］令和２年３月２５日（水）13:30 ～ 鳥取市役所本庁舎 ６階 第５会議室 

［４月］令和２年４月  日（ ）13:30 ～  

 

（２）臨時教育委員会の開催について 

令和２年３月９日（月）17:00 ～ 鳥取市役所本庁舎 ５階 教育委員室 

 

５ 会議概要  

１３時３０分 開会 

 尾室教育長 あいさつ 

  

 ※「新型コロナウイルス感染症発生時の保育園等及び小中義務教育学校の対応について」

（２月２７日の市長記者発表）の報告（学校保健給食課長より説明） 

 

○行事報告及び行事予定について  

教育総務課長（資料に基づき説明する。） 

 

【説明・協議事項】 

（１）鳥取市教育委員会事務の自己点検・評価報告書について 

教育総務課長（資料に基づき説明する。） 

 【質疑】 

（委員） 

   資料を見て思ったのは、せっかく評価していただくので、具体的にこのようにした 

方がよいというようなアイデアがそれぞれいただけたらなおいいと思います。評価だ 

けではなく、この評価についてさらにどうしたらよくなるのかという意見が委員の方 

からいただけたらと思います。 

 

 



（委員） 

スクールソーシャルワーカー活用事業についてですが、実際にスクールソーシャル 

ワーカーさんのお世話になっている現場からは本当にありがたいという話を聞いて

いますので、今後もスクールソーシャルワーカーの充実が大切と思います。ただ、人

件費がかかるのでなかなか難しいと思いますが、例えば少年愛護センターの街頭補導

活動はかつてと違って今は目的が達したのではないかという話も聞きます。愛護セン

ターの人材をスクールソーシャルワーカーの人材に活用できないかと考えたりする

のですがどうでしょうか、やはり愛護センターの街頭補導は必要なのでしょうか。 

（吉田副教育長） 

    確かに今はかつてのような問題行動は減ってきておりまして、愛護センターの職員

の業務の内容は街頭補導が中心になっておりますので、今考えているのは街頭補導だ

けではなく他にできることがないだろうかと模索しているところです。さきほどおっ

しゃったようにスクールソーシャルワーカーのような関わり方ができないだろうか

と考えているところです。スクールソーシャルワーカーというのは、学校から要請が

あったときに関わっていたのですが、本年度からは巡回ということで各学校を定期的

に回って様子を伺ったり相談を受けたりして、このような活動をもっと充実させてい

きたいという思いがありまして、来年度も１名増員するよう予算要求しているところ

です。いずれにしても全体的なスクールソーシャルワーカーであったり、愛護センタ

ー職員であったり、家庭教育支援員といったところも一緒になりながら、子ども達に

もっと関われることがないか検討していきたいと思っています。 

（委員） 

    よろしくお願いします。 

（委員） 

    学校給食の未納のことで、児童手当からの引き去りの同意を得ることを推奨する方

向で活用されたいという評価コメントがありますが、評価シートにはありませんが、

実際に児童手当の引き去りの同意が得られている件数や割合というものを、評価され

る方にお示ししてこの評価をいただいたということですか。 

（学校保健給食課長） 

    はい。基本的には細かいところもお示ししているところです。 

（委員） 

    意見としては、そういうことも含めて評価シートに記載があれば、より具体的な評

価の項目になるのではないかと思いました。 

 

（２）中央図書館の臨時休館及び臨時開館について 

中央図書館長（資料に基づき説明する。） 

 



【報告事項】 

（１）鳥取市立小・中・義務教育学校における公費外会計定期検査の報告について 

教育総務課長（資料に基づき説明する。） 

【質疑】 

（委員） 

   今年からは校区ごとの相互チェックをされたということですが、今まではそれぞれ

がされていたということですか。 

（教育総務課長） 

いえ、今までは事務局の職員が全部の学校に出向いてチェックをしていたのですが、

なかなか大変でした。 

（委員） 

   では今回から校区ごとに相互チェックするという方法に対して、この多忙化と言わ

れているさなかですが反対意見は出なかったですか。 

 （教育総務課長補佐） 

   もともと共同実施組織というものがありまして、中学校区ごとに中学校の事務職員

さんがリーダーとなって、その中学校区の小学校の事務職員さんと連携を図りながら

事務改善を行うということを日々やってきておられます。その中でこの公費外会計の

取り扱いについても、共同実施のなかでより現場に沿うようにマニュアルを改訂して

いただいたりしています。３年前に作りました公費外会計マニュアルのなかに、定期

的に中学校区ごとに集まってチェックをして、学校間でチェックをしようということ

が書かれていて、年に４回程度集まって簡易的な相互監査をするということでもとも

と取り組んでいました。それを今回、拡充していく形で相互監査をしていただくこと

としましたので、新たな業務が発生したということではなく、定期的な年４回のチェ

ックのうちの一つを定期監査に振り替えてもらうという形にさせてもらいました。 

（委員） 

   方法としては、相互監査といっても内部監査になりますから少し不安が残ります。

例えば、若い事務職員さんがベテランの事務職員さんに意見できないとか言いにくい

ということもあると思いますので、教育委員会の職員さんも忙しいとは思いますが年

１回くらいは入って監査された方がいいのではと思います。 

 （教育総務課長補佐） 

   もちろん不明瞭な取り扱いをしている会計があれば逐一連絡をいただいて、そこに

は当然出向いて行きますし指導をしていくような体制を取るようにしております。 

（委員） 

   念には念を入れて、なれ合いにならないようにしていただけたらと思います。 

 

 



（２）新たに指定された２件の県指定文化財について 

  文化財課長（資料に基づき説明する。） 

 

【先回定例会の議事録】 

 

【その他】 

（１）次期委員会の開催について  

［３月］令和２年３月２５日（水）13:30 ～ 鳥取市役所本庁舎 ６階 第５会議室 

［４月］令和２年４月２４日（金）13:30 ～  

 

（２）臨時教育委員会の開催について 

令和２年３月９日（月）17:00 ～ 鳥取市役所本庁舎 ５階 教育委員室 

 

教育長  以上で２月定例教育委員会を終了します。 

閉会 １４時２０分 


